
No. 2

類型

事業者名 株式会社ガードアイ 所在地

機器・システム・

サービス名称
コミュニティー URL

その他

■特徴・サービス内容

自治体名

　

手法

対象件数

実証期間

（予定）

自治体負担経費

■その他

「ガードアイ・コミュニティー」見守り機器は、実際に見守りを実施している賃貸不動産仲介業者や居宅支援事業者の作業をコンパクトなパッケージに

収めたガードアイにより開発された電子機器です。一番の狙いは見守る側の負担軽減であり、そのため異常時のメール通報は仕事が始まる前の午前８時

に設定しました。さらに、機器の信頼性を確保する意味から、電源抜けや機器の故障の際はこれらも朝８時にメール通報する仕様になっておりますので

安心してご利用できます。

株式会社ガードアイ「コミュニティー」

０円

３～５台/市町 最大３０日程度

導入概要

横浜市 「横浜市セーフティネット住宅見守りサービス補助モデル事業」登録認定機器、神奈川県内の賃貸住宅でご使用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■実証事業の手法

https://guard-i.co.jp/movie/community_2.mp4

センサー（室内）

■自治体導入実績

■機器・システム・サービス概要

仕様

概要

横浜市港北区篠原町2572-1

見守り機器「コミュニティー」は、地域連携を基本にしております在宅高齢者向けの商品です。電源コンセントに差し込むだけでお

使い頂けます。ネット環境や難しい設定、取り付け工事は必要ございません。設置頂く場所は、窓のあります居間や寝室の台の上に

据え置いてご使用になれます。ご利用は家族や親戚の依頼をはじめ、賃貸の場合は不動産賃貸仲介業者や居住支援協議会、福祉では

民間訪問事業者は元より地域包括支援センターや社会福祉協議会等を通じてご使用であればなお効果的です。

同意書に同意をしていただきます。

機能

初期費用

運用費用

０円

８９０円/月（税別）

年契約一括年支払

●２４時間内に動きが無ければ、自動で

メール送信。　●LPWA通信を採用

①24時間連続して動きが無ければ自動で

通報　②通報先メール３か所　③家庭用

コンセントに差し込むだけでご使用　④

設定は全てリモート

料金

見守り「ガードアイ・コミュニティー」 寝室でのご使用 居間でのご使用

機器が送られたその日から

・無料のお試しができます。

・セーフティネット住宅、居住支援、

住宅確保要配慮者居住支援、

要支援１、２に該当する高齢者

・離島にお住いの高齢者の見守り

・障がい者も含む単身者の見守り

にお使いになれます。
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